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紙テープに出力された時系列データの統計的処理の一手法

　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和54年6月1日　原稿受付）
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An　Effective　Procedure　for　the　Analysis　of　Time　Series　Data

　　　　　　　　　　　　Recorded　by　Paper　Tape

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by　Minoru　OKAMOTO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E」ichilliro　NISHI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hiroshi　TSUKAMOTO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SIligenori　MATSUNAGA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Absl『act

　　lll　the　case　of　lmsteady　flo凡Ψ111easuTelnellt，　tillle　series　data　are　recorded　using　a　data　acqul’

sition　systern　which　so111etime呂011tpllts　paper　tape．　To　irnp1－ove　the　reliability　of　paper　tape，

which　frequently　has　some　pullch－error　aIld　parity－error，　con1Pllter　program　is　dev610ped　in　the　l

pre5ent　s［udy．

1．まえがき　　　　　　　る確率踊くなりぽ算途中で処理中止に陥いる不糖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が生じ易い。このデータ処理系統の能率を上げるには，

本学水力実験室では，流体機情や装1置内における非定　　　計算機への紙テープ入力方法を改善する必要があろう。

端のi鋼を1劉ている。3次元湘囑嚇圧および連　　瀦・うは，全国共同利用施設九州大学大型講欄セン

度を5孔ピトープロープで測定する場合，最低5種・買の　　　ター（以下九大七ンターと略す）のFACOM　M190（以

圧力が時系列データとして検出されねばならないことか　　　下M］90と略す｝を用いることを前提とし，紙テープの内

らも推測されるように，データは膨大な7tになる。した　　　容が読取機のハード的仕様さえ合致していれば無条件に

がってデータの集録および分析には図一1に示される　　読込まれ、データの撞査は処理プログラムに依る方法を

丁一タ処理方式を用いている．AD変換されたデータは　　　採用し，その為のユーティリティおよびサプルーチン群

外部記録媒体としての紙テープに出力され，その後計算　　の開発を行った。時系列デ＿夕はその変動の性質や系列

機にかけて処盤れる。　　　　　　　間の相閲関係など棚らか（こしておくことが要糧れる

鷲テープ方式では，テープパンチャで機績的にさん孔　　　ので，M190で使用可能な統計処理用アプリケ＿ション

すろのであ杣ら，データが多くなるとエラー囎まれ　プ。グラム，TAFT（Tim，　S，，i。、　A。、ly、i，　iII　F，，q、．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ellcy　alld　Time　dOmai11）llを用いて分析することを併せ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て検討した。なお以下に述べる処理方式は一般的な非定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常現象に対しても十分適用されるものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訓’；丁ト竃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　処　理　　　　　　　2，データ処理方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．1，　基本構想
図一1　処理系統図　　　　　　　　　　　　紙テープはパリーテ，1エラーやパンチエラーをもともと
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含んでいるという仮定のもとに，紙テープから計算機へ

　①紙テープはフィード孔の一落ちがない場合，無条件に　　　　儲字騨　　媒1櫻控

　読込まれる。

　②AD変換機の出力する紙テープには各デークの境

　界等が示されているので，この情報によりデータを生

　成位置づけする作業はテープ読取ワ後自動的にやれ

　る。したがってこれを独立したユーティリティで行な　　　　　図一3　参照ファイル作成までの処理フロ＿

　えるようにする。

　③紙テープー巻分を1ブロック．｛ブロックは先頭にア　　　　装置上に媒体変換だけを行なう。この処理は九大セ

　ドレス番号を有するものをいう）とするデ＝タを収容　　　　　ンターではコマンドプロシジャに登録されておロ

　でき，1ファイルに100ブロック収容できるように　　　　　TSS端末からの1コマンドで実行される。

　配慮する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②　コード変換

　④データ中にエラーが発見された場合には修正でき　　　　｛］）で得られたパイナリーデータをM190の文字コー

　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドであるEBCDICコードに変換する。その際パll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ティエラー，イレガ∫レキャラクターとしてチェック

　以上の考えに基づきデータの全体的処理フローを図　　　　された桁にはある特定の文字コードを割り当てた。

－2のようにした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なおこれは1つのロードモジュールとした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲　参照ファイル作成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固で’EBCDICコードに変換されたデータを使用者

　　皇　、，．，口　柳…’認　　　　　の恥参昭用サプルーチンとインターフ・械合

　　促　　　　　　　　　　　　　止　　　　　　　　　　　わせた形式に編集して，ファイルを作成するロー1：

　　　　　　　　　　　　　　　　蜥処理　　　　モジュー・である．もしここでデータ徽として不

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合理なブロックが見つかればイレガルパターンとし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てリスト出力して，参照ファイルにもそのままの文

　　　　　　　　　　　　　　’一丁　　　 字データとして舳するようにしたので，使用都

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目的に応じた修正ができる。

　　　　　　図一2　全体的処理フロ『　　　　　　　　　　2．3．分析処理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　データエラーを修正し蹴て完成した鐸フ・イルを

こ妨の魍は九大センターのMlgoを用いて行なう　読込んで類データの鯉として必要な計算’蜥を行

がその処理過程は次のようになる。　　　　　　　　　　　　なう概念図が図一4である。
｛1ぽテープデータの。一櫻換後淳照フ。イ，、を　主プ。グラムで鰺照フ。イルの内部輝麟しなく

　　端する。　　　　　　　てよいように淳照フ，欄泌ず参照用サカレ事
聞各数値データを鋤こ関係した物醐に換算し，　を介して卵する方法を採った．・のサブル輌群に

　　データの分析や実験結果として必要な量を求める。

　2．2．参照ファイルの作成過程

　紙テープを読取機にかけて参照ファイルを作るまでの　　　　　　　フ，ニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア巨’［処理フローは図一3に示される通りであワ，3段階からな

る。

日）媒体変換田　　　　　　　　　　　　　　　．．　　　　　　　　　　　　　リスト

果

　このルーチンは九大センターに準備されており，

紙テープデータをパイナリーデータとしてディスク　　　　　　　　　図＿4　分析処理概念図
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は；㌶聾麟㌶㌶．　　　　、『
②参照ファイルの内容をリス、トする・　　　　　　　　　　　　　　1

③参照ファイルのデータに定数をかけて格納する6　　　　　　　！

④参照フ・イルの内容を入れ繊・　、　ノ1蓑
⑤その1鰯…機能　　　　　　　．蕊一．

非定常流の実験結梁の整理に我々が用いるデータ分析

の手擬帥で特に統計的離に関｛系したスペ外・粉” @　　　図一6計沮ll系鞠
析瓢他の非麟融と共通のもの唖用できる・こ

こではAD変換機出力のデータを汎用統計アプリケー
　　　　　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　しロ　ロド　　ロゲ　ドロ　アエ　じぼ　じヒ　ロしむロラ

ションプロダラム・TAFTで処理する場合について検討　　　＋＝7

した。TAFTは．九大センターのM190システムで使用　　　晋16：li；エll1嘉RL劉㌫還lll㌣ii。£～n3：こコ：正90N臥螂三｝1979

可能で畝ダィナミ。クかつランダム｛・変動する時系　跳1°一゜掴4⊂日脳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドすぽエロロバ　すロひコ　　ロよニ　にロエ　　コマンド
列データの統計的分析能力にすぐ‡τている・特に　FPE　　’”虎1。：：鷲㌫s；：㌫；1】｛FO継TI。1｛L15τ．“、、。．。．。

〔Speclral　Analysis　based　on　Final　Predictioll　Error）　　　　　：二　　2：：：o富gε　：　　　　1c4；　　　　：1：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古虫☆衰童止尭論★R臼台喪費‘凸凸白占吟幽占t直★竃克肉☆★轟骨直嵩由歯帆★内占烏±直虫古由

惑に基づく解析は，時間的因果関係を重視する場合有　　　　暇DY

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LOCOFTC
倣手段であるといわれている；｝TAFTシステムは機

鋤1非常に大きいので，ここではその1例を示すことに　　　　　　　図一7　媒体変換時TSSメッセージ

したい。

継。．タ　　　　　　繧瓢§1還鷹盟部盟1謬・一’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　llc°認署；還麟灘鶯ii言§竪露｛；胴・L⊇

　　　　　　　　　，、獅文　　　　ll器：鷹ii堀罵iiiぎ罐£羅藷籔』認：呂麟…；・…

謬：　　　　　図一8コード変換と参照フ・イノレ喘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　　　　　　　の一例を以下に示す。

　　　図一5　TAI汀による処理プロ＿　　　　　　　　　（1〕紙テープデータ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図一6に計測系統図を示すが菅内流：IRの周期的変

図一5がTAFTを利用するときの処理フローである。　　　　　八珈まノズル下流の脈動流発生装｛『1（回転弁）によっ

鋤・イルから読込まれたデ＿タ｛ま，カード入加れ　　ている；ワカレの壁面に設けられた3つの取圧子Lの

る量定データを用いて鰍結靴して必要な物理眠変　　圧加圧力変換器｛・より電圧信号に変えられ検出増

自された後、カ＿ドィメ＿ジでディスク上に出力される。　　　　幅された後，AD変摸され・3チャンネルの時系列と

このファイルとTAFT制御文・〔デ＿タの属性，フォー　　　　　して紙テープに出力される・

マツト・対象とする分析機能等を指定する）とを連結し　　　　②　紙テープからのデータ読込

て・TAFTに入力してやること｛、より指示した分析結果　　九大センターに▲5けるTSS・マンドPTRTO’

を；勘る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DAで実行する。実行時のメッセージを図一7に示す。

3・酬　　　　　｛甥註鴎E＿宇。一畷摸し
開発したデー拠理プ。ガラムを用、、て，管内脈動流　　参照フ・イ峠1乍成㌔のに用いた綱文を図一8

囎勒変動囎析を試みたので処理手醐びに繍　　に示す．



2仙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．．．　　　ヤ目1，L帥　　　ロ1τ苧　下唱一うコ．田　　　P‘こt　　，
　　　　　　　　　　　　　，し三，ぺ　”1”“　　γ日rT－”’　　　　・“・竃‥1‘辞P‘⇔’‥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5」’」L討瓦r‘　．　「度A「、o、1τ□霞
　　　　　　　　　　　　　・・‥－」悼・巳1nセu1■n叶1・‘　1・“・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P‘‘鳥t．“二IH．　　　　　　‘う1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿‘【“u門1占‘・　　　　　　　　‘o
　　　　　　　　　　　　－一・一加†：三三・三：．＿．＿ご・：：：・三1…一…一」・≒二：；、；；：：；：：：：：：：：：：iiliiill：：；：：；；・：：：：：：：：：｝三ili’“

　　　　　　　　　　　　　6　　’・5，5自2・開　　　1　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　1　“・・…　，・・1…　‘．“・…　‥φ・’．’・”…　°’”“．“　　1
　　　　　　　　　　　　　1　　°・‘礼ち】τ・01　　　1　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　‡”・…　．…　4“・・．・・●・…　．・．・・’・“’．”　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　」　　．・才，1吐●01　　　1　　　　　　　　　　　　◆　　　　　　　　　　　　1・・“w‥…　．・・…　“．・・．・“・　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　㌔　　、・才1”7一田　　　1　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　1・‘・・・…　“・“・“・．・　　・　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　；　；：：；1ミ；二；｛　i　　　　　：　　　　　1：1：：：：……　　　二　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　‘　　　1・”n’一田　　　　1　　　　　　　　　　　　　°　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　，　　一・・‘，“r・o、　　　【　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　．．”．1　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　・　　一勺」町，i’・う」　　　1　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　・．、“．．”1　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　¶
　　　　　　　　　　　　　・　　－1・帥ハ1°01　　　1　　　　　　　　　　　’　　　　．“冊．．“．．“‥1　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　ii三iiliiiilii　i　　＿：：i、：：iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii　　　i　　　i

　　　　　　　　　　　　　冒　：；：言群：；l　l　　　…：：i；1：：：：：：：：：：：：：1：：；：：；：：：：：：：：1　　　　　：　　　　　；

　　　　　　　　　　　　　ii三三iiiiiiiii　i　’1：：：ii：：1：：liiiiiiiiiiiiiii≡iiiiiiiiii　　　三　・　　｛

　　　　　　　　　　　　　ii≡liiliiiiii　i　　　“：…”：：：：：liiiiiiiiii　　　　i　　　　｝

　　　　　　　　　　　　　¶：　　・‘・r‘、ト‘一引　　　1　　　　　　　　　　　　ポ　　　　　　　　　‥、，．1　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　ロ　　 ロ・8～工亀‘・コ苫　　　’　　　　　　　　　　　　　°　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　P3　　予・〕，訓【・恒　　　‘　　　　　　　　　　　　セ　　　　　　　　　　　　1“．．…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
　　　　　　　　　　　　　苫・　　い1「“哩1制　　　¶　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　1・．・・・…　”・　　　　　　・　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　パ　　　±・1’2亀t一自1　　　1　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　1．．．．．．一・．・““…　　　　．　　　　　　　　　　　【
　　　　　　　　　　　　　芸　｛1；謡；訳　｛　　　　　　：　　　　　　；：：：1：：：：：：：：：：：：：：：1：：：：：＿＿＿　　　　1

　　　　　　　　　　　　　二；　：：：｝；；1：1｛　；　　　　　　：　　　　　　；：：二：：：1：：1：：：：：：：：1：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：・…1

　　　　　　　　　　　　　・つ　　句パ1亀聾’引　　　†　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　1祀艸．．．‥・．白・”“‥⇔・・一一・一・・・…　‥・‥・”　　　1
　　　　　　　　　　　　　さ1　　h“9り’う1　　　1　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　1．．“．．．．・．・・…　．・．・“・”・・一‥…　－．　　　　　　　　‘

　　　　　　　　　　　　　言　：1：：；：；琉　l　　　　　l　　　　　l：：：：：：：：：1：：：：1：：’……：　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　1‘　　、・い4、F▼、1　　　1　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　：一．．‥．．．．・．　　　　　　・　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　’、　　，・，‘10”国　　　1　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　1◆．冊．・　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　1
卓　　　　　　　　　　　　　　1‘　　　1・1角阯‘’nl　　　【　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　1T　　’・†ぼ，¶ーう1　　　1　　　　　　　　　　　◆　　　　　　　　　．．叩．t　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　l：　：1：；：：巽：芸　i　　　　　　：　　．＿．：1：：：：1：：l　　　　　　l　　　　　　；

　　　　　　　　　　　　　：i二1：；i；：≡：：l　i　　　　．i＿：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：1　　　　：．　　　　！

　　　　　　　　　　　　　ii　iiii…量iiii　i　∴・：…iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii　　i　　i

　　　　　　　　　　　　　li三iiiiiiiiii｛　　…：”’・1：1：：1≡：：iiiiiiiiiiiii曇　　　　i　　　｛

　　　　　　　　　　　　　：：　：！：：二：：：：1｝　！　　　　　　　’　”　…・…・・…一・・　　　　　　　　　　　　　　　’

図一9　自己相閲係数

，．口。、1w，‘，．胴・1　　…・…・…。……　　　　　　　一　　・・口加　゜‘T！’”°’°°t　脳‥1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田τ▲肝r三　一　閂■’r、叩1“二冒
　‥．口，e‘三・甥’こ四ロr’‘，s　，°叫喝．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ土1土Lr民二四・　　　　　L1■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oコ，【司　　　　・　　　　　　　　1♪

・・一・一ぷ・・・…一
G三：：！三：三L．＿．＿：：・：：…：…！＿＿＿一＿：：：：：三：………一一一…・・…：三：：1…：三三・・一一一・……’：：：：1二『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　コ
；1：も。，．。1：；：：二：：：：；i　　　　　　：　　　　　　1　　　　’．：　　　　　　｝

　」　工国甘日‘　－t・つ，ぱ’鯖　1　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　．　　・　　　　　　　　t

：：1目：；：：1二1：；；；；：］ll　　　　　：　　　　　！　　　　．1’　　　　｝
　乍　1・帖、：・白1－1・07‘t・朝　1　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　1　　　　　　　・　　　．　　　　　　　　　　　「

iiiiiiiiiにiiiiiiiii　i　　　　i　　　　i　　’・．i　　　　i
ぶiiiiiiii　iliiiiiiii　i　　　三　　．　i　　－；　　’　｝
：i｝：；：言1：…；：1二；ll謂呈i　　　　　l　　　　　l　　．・　　1　　　　　　｛
！；c＝：：1：｛：］鶉；1鵠｛　　　　　1　　　　　｛　　・エ　　：　　　　　i

　1‘　」鴎e【。ロ’　°LM’t’ココ　【　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　■　　　　　　．　　　　，　　　　　　　　　　　t

ii　iiiiiiiii　iiiiiiiiii　i　　i　　｝　、・’　i　　i

ii妻iiiiiii　iii芸iiiii　i　　i　　．i－’　i　　i
；；；：：；；1：；；：；1漂：：：i　　　　　：　　　．・　i　　　　　二　　　　　l

ii　i］iiiiii　iミiiiliiii　i　　i∴　i　　i　　i
ii　iiiiiiiii三i籔iiii　i　　　i三　　i　　　l　　　i

三鞠i；iii；iii，iiii　　　　i　i　　i　　　　i　　　　i
　宅　‘一巧…自’…ちエ‘：・朋　：　　　　　　　　　・　’　　　　　　　！　　　　　　　　　1　　　　　　　　　‡

i｛iiiiiiiii　ii灘ii　i・　　ii　　i　　　…　　　i
　．三　．．1”・．：，　・・，・・1t・う，　1　　　　　　　　　　　・　　’　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　1

：；1：；：；ll；1：：：；i；1：；ll　　　　　：　’・　　　l　　　　　　l　　　　　　｝
　、㌔　．．“田い汀　一喝，OT，’・｝n　I　　　　　　　　　　　・　　　　’　　　　　　1　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　■

1：：：！ギ：1；：；1；1：自］｝　　　　　：　　’．　　1　　　　　　：　　　　　　1
　4，　‘．・告　．”　－L‘ハ；・⊃」　エ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　’　　　！　　　　　　　　　　　’

図一10　パワースペクトル密度関数
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@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②　本報告に示した方法は他の非定常現策にかかわる

　　　　　　図＿11TAFT実行例　　　　　　　　　’　　　データを統計処理する際にも十分適用し得る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なおデータエラーに対しては使用者が目的に応じた修

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正を行なうように意図したが，手軽に利用する点からス

｛4）TAFT用データの作成　　　　　　　　　　　　　　プライン関数等に基づく内挿法によ1〕エラー修正を標準

　　図一5に示されるように参照ファイルよリデータ　　的に実行するサプルーチンを準備する課題が残されてい

　を読込み，検定データに基づいて圧力を算出して　　　る。

　TAFT用のデータをカードイメージファイルとし　　　　本研究の遂行にあた1〕，九州工業大学水力実験室開係

　て出力する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　諸氏には色々と御世話になった。ここに記して感謝しま

｛5｝TAFT実行　　　　　　　　　　　　　　　　　　す。なおデータ処理には九大センターのMl90を用いた

　　TAFT用の制御文とデータとを連結した実行例　　　ことを付記する。

　を図一11に示す。制御文にみられるように圧力（P1，

　P2，　P　3｝のデータ数は601個である。ここでは統　　　　　　　　　　　参考文献

　計処理の機能として相関行列（COR），スペクトル密　　　1〕冨士通：“FACOM（〕S　IV　TAFT解IPド70AR－0760－1・

度行列データ〔SPCT）・シンプ・レフ・イズ（SPHS｝，；9㍍、学鯉織。。，一，1，J瞬引さ〔、。酬蹴

　およびシンプルコヒーレンシイ（SCO団を利用し　　　祇テ＿プ聞．

た。　　　　　　　　　　　　　田口池中川：均ナミ・・クシ肺珊鑑間漸と制鳳1972

　　　　　　　　　　紙テープに出力されるデータの計算機処理を取扱い，

T＾町。スロ咀　　　　　　　以下の結論が得られた。

　　　　　　　　　　｛1〕紙テープを無条件に読取る方式．を前提とした処理

　　　　　　　　　　　プロダラノ・の開発によリ　データの処周の能率が向

〔6朧拠理結果　　　　　、㌫；、三；霊6＿／FI　TAFT酬弓＿R－076。
　　統計処理した結果の内からノズルの断面1におけ　　　．1，lg77．

　る圧力変動に対する自己相閏係数とパワースペクト　　　5）松永ほか：日培璃造11iNα〒呂0－1川昭53－8L82・

　ル密度関数の出力リストを図一9，図一10に示す。図

　一9より周期性のよい圧力脈動であると判断され

　る。


